
令和７年５月１４日

地域力で人材確保
アクション

〜人材不足を乗り越えるまちへ〜



しかし…
２０代若者特に女性の

転出超過大
2

６０年ぶりの転入超過

課 題
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▶ 大学生の地元就職率 ２０．８％

出典）雇用・産業人材政策課調査（R6）

地元就職・採用の現状

▶『人手不足だと感じる』 ６２．１％

▶『計画通り採用できていない』

新規学卒者 採用 ２７．０％

中途 採用 ３６．６％
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就職の際に重要視するもの

第1位 賃金 66.1%
第2位 職場の雰囲気 49.8%
第3位 企業の安定性 46.0%
第4位 有給が取得しやすい環境 44.7%
第5位 福利厚生 39.9%

市外を就業先で希望する理由
第1位 出身地に戻りたいから 38.9%
第2位 市外で暮らしてみたいから 24.0%
第3位 就職したい企業・業種・職種

があったから 17.1%
第4位 知り合い等が少ないから 12.1%
第5位 北九州の企業を知らないから 10.0%

賃金、雰囲気、
福利厚生等

企業と学生の

ミスマッチ、
企業のＰＲ不足

出典）北九州市「就職に関する学生アンケート」（R5）

若者の就職意識
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北九州市の強み

地元愛の強いまち

同窓会ネットワーク

に着目

出典）令和５年度市民意識調査

北九州市が「好き」
「どちらかといえば好き」

９４．２%

出典）2017三菱UFJリサーチ＆コンサルティング

「市民のプライド・ランキング」

地元への愛着５位

政令指定都市及び東京都区部の計21団体対象

出典）ITmedia調査

「福岡県内で『地元愛が強い』と
思う市区町村ランキング」

北九州市（小倉北区）１位



同窓会ネットワークの再構築を通じて
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新たな仮説

企業の人手不足、若手人材の定着に

有効ではないか

同窓会と地元企業をつなぐ強固な地域ネットワークづくり



地域資源としての期待
・同窓会ネットワークは

「人」と「つながり」の宝庫
・若者のUターン、地元就職の後押し
・地域福祉、防災での連携基盤
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地域資源としての同窓会ネットワークの活用と課題

多様な卒業生が
地域連携支援に参加
イベント協力
地元就職
まちづくり参画

一部の中心メンバーのみ
活発に活動

名簿未更新
若年層不参加
運営が固定化

理想と現状のギャップ

理
想

現
状

現状の課題
・名簿が古く、情報が更新されていない
・運営が一部の同窓生に偏っている
・若年層の参加が少ない
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包括連携協定

第１弾 ～母校愛へのアプローチ～

令和７年５月１４日

全国初!

地域力で人材確保 アクション
〜人材不足を乗り越えるまちへ〜



Alumnote社のデータベースネットワークを活用した
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地元企業情報の配信
若者と地元企業の
マッチング機会増

企業等からの部活動・研究等への
オンラインチャリティーイベントを通じた

同窓会ネットワークの再構築

若者定着促進

地元企業とのマッチング

地元企業情報や市の事業の広報

Giving Campaignの普及、促進

高校、大学の同窓会名簿等の作成

協定項目
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（株）Alumnoteと連携し、

Kyushu Connect 開催

大学生と地元企業とのピッチイベント

Giving Campaign アフターパーティー
開催時期

場 所

令和７年１２月１４日（日）

北九州国際会議場（イベントホール）

企業賞表彰式
パネルセッション
企業×学生ブース交流会 等

学生と企業経営者との交流イベント

/３００名参加見込/

昨年１２月に開催したGiving  Campaign2024
アフターパーティー（東京・日本橋）の集合写真

プログラム



マッチング「発信する・呼び込む」を強化
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首都圏在住のハイクラス人材に、

オールインクルーシブな体験ツアーを提供

１泊２日 年２回（１０人×２回）程度

「職場体験×企業との懇親会×市内視察」

メタバース等の企業交流イベント

リアルより近い、次世代リクルーティング

全国から気軽に参加できる！

アバターによる企業交流会で市内企業とマッチング

おためし産業・職場体験ツアー

交通費

宿泊費

無料

(秋冬頃）

７月～通年実施 秋・冬頃



第２弾 ～人材確保に関する現場の実態を共有～
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人材不足を乗り越える官民対話テーブル
開催（計５回）

令和７年５月３０日（金）
14時～16時30分

商工会議所会頭を始め、人材不足に果敢に取り組む中小企業経営者、
大学の就職支援に精通する大学教授や地域創生に関心を持つ学生等と北九州市が
人材の採用や定着に繋げるアイデアや意見を出し合い、『人材に選ばれる企業の在り方』について
議論する。

第１回

ホテルクラウンパレス小倉
（2階 香梅）

『若者の採用に関すること』

開催時期

場 所

議 題
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目 標

地元での就職決定者数

令和５年度２３４人

北九州市にゆかりがある若者をターゲットに


